































                　
はじめに


























































もあり�その後�文政元年�一八一八�四月�勘定奉行?原忠之と土屋康直が町奉行永田正道に問い合わせ 行�ている�勘定奉行の 五六歳にても足抔も汚不申歟�又歩 等其外他より参り候様子も無之候ハヽ捨子之取計にも相成候哉�との問い合わせに対し�町奉行は�三歳位の子供であ�ても虚弱のため歩行ができず�一見すると捨子との判別が難しい子供もいることを認め いる
�その上で�まずは�壱人立�できるかどうかで見極めることを














其者身分ニ付差支候義も可有之哉�何共歎敷奉存候�一体捨子・迷子は他国者ニは有之間敷�御当地其外近在之者ニ可有之哉ニ奉存候間�御当地出生と認置申度旨 伺 義ニ御座候�と述べ�出生地不明と記入すると�迷子が後に家督を相続したり�養子に迎え入れられるときに支障をきたすとし�概ね迷子は江戸およびその周辺農村の生まれと考えられるため� 御当地出生�とするのが妥当であると主張した
�しかし� この主張は町奉行には認められず�
迷子は人別帳に�出生国不分�と記入されるこ にな�た�町方が迷子の将来を案じたのに対し�町奉行はあくまでも�御当地出生�は推量に過ぎないとして身分的な混乱を避けようとした である�幕府 身分取締りの立場から属地主義を り�出生地の明確化が�身元宜敷者�の指標 考えていた� かし�町方では�捨子や迷子は江戸から離れた場所からや てきたとは考えづらいため�後の混乱を妨ぐ意味でも 当国出生 とする必要があ�たのである��２�町触に見る迷子の保護
　
では�次に江戸の町における迷子の保護の実態について町触等から見ていきたい�迷子の保護は基本的には捨子








































































探しを積極的に �ていた しか �縁者が見つからなか�た場合には養父母 探し子供を引き渡していた�以下は�その一例である�②新吉原町 迷子の事例








































いる�寛延四年�一七五一 九月朔日 赤坂裏伝馬町で保護された八歳位の小比丘尼は�発見時に早稲田町店借与八方に居住していると話した�このため�町側では小比丘尼を早稲田町に連れていくが 与八なる人物は存在せず�その後�市�谷辺りまで探し歩くことにな�た
�町方にと�て縁者探しは容易なことではなく�町入用の増加に
加え手間もかか たのであ �享保一一年�一七二五� �町名主たちは を減 す方法 して非人身分に編入することを提案しているが�これも�町側に �て負担が深刻化している状況を反映している�
　
その一方で�町人たちの中には捨子や迷子の保護は当然であるという意識も定着しつつあ�た�江戸幕府右筆で
ある屋代弘賢が記した 弘賢随筆 に�捨子を頓知にて取扱しものゝ事 と題する話 ある
�この話は�主人の






るにかくせしかハよほと物入ハ減したりし�と述べている�つまり�捨子を届け出て町に余計な迷惑をかけないように自分が負担 たというのである�この主人の対応は�捨子の保護は町入用 圧迫し町の負担に るという家持層の考えを如実に示している�これに対して�井戸に石を投げ入れた家人や主人を非難した女性の存在は�捨子は保護すべきだという意識が広く社会に定着した証左と言える�二�迷子石の建立
　
安政四年�一八五七� �西河岸町の町人重兵衛らの申出により�一石橋に迷子石が建立された�迷子石は�迷子























































































�現中央区日本橋� 家主惣代重兵衛らが建立を計画した迷子石とは� 高さ六尺 �一八〇センチ� � 幅二尺 �六
〇センチ� ほどの柱石で� 一石橋橋台西側に建立予定であ�た�石柱の正面に朱文字で �まよひ子のしるへ� と刻み�両則面にそれぞれ�しらするかた� ・ �たずねるかた�と彫りつけた� �しらするかた�の方には�迷子を預か た町側が子供の名前�年格好�衣類 容姿の特徴を書いた紙を張り付け たずねるかた�には迷子を探す側が�子供の特徴など書いた紙を張り付けた�それを時々� 河岸町の町人が見廻り 両者 条件が合う場合に双方に連絡し確認するというものだ た
　
西河岸町は�日本橋から一石橋に至る細長い区域で�日本橋沿いの船着き場には土蔵が多く建ち並び�一石橋の








島天神別当喜見院および門前町に迷子石設置の経緯を尋ねている�それによると�そもそも湯島天神境内にある迷子石は�北野天満宮にある�奇縁氷人石�を模したもので�天保三年 一八三二�に境内で出開帳を執行したときに信者から奉納されたものであ た�開帳後 喜見院の庭に置かれていたが�嘉永三年�一八五〇�に信者から神社の瑞籬外へ設置するよう願い出があ�たことから�寺社奉行の許可を得て現在地に置かれるに至�た
　
重兵衛等の申し出はすぐには許可されず�その後�安政三年�一八五六�八月・安政四年�一八五七�正月にも







その後� 幕末維新期には江戸の各地に建立されてい�た� その要因には� 迷子石に迷子を探す人と預か�












































































































































































三・四日かかることや西河岸町が御曲輪近辺であるという理由で家主たちの同意を得ることができなか�たのである�その後�安政元年�一八五四�に至�て小網町の者たちが遊泳禁止の棒杭を建立し�これによ�て水死人も減少した こ ことは重兵衛たちにと�ても喜ばしいことではあ�たが�自分たちの力で実現できなか�たのは残念なことでもあ�た�そこで�湯島天神で見た迷子石を同地に建立しようとしたのである�さ�そく重兵衛らは町内の家主達に迷子石の建立を呼びかけ� �諸入用之義は勿論�地主
江
も出銀不為致�町内家主共之内相応之もの申合
出銀致し相建�尤家主共之内志有之候ても出銀致し兼候身薄之者は出銀不致倶々骨折世話致し�と述べている�迷子石の建立にあたり�地 層の力を借りず 家主のなかで経済的に余裕 ある者 出金することとし�経済的に困難なものには種々世話をする とで協力す よう呼びかけ のである� こ 注目すべきは�町入用 負担者である地主層に頼らずに建立を成し遂げ であ �地主層は町入用の増加という点で捨子や迷子の保護に全面的に賛同しているわけではなく�町奉行所もこうした地主層の意向 無視し得なか たと思われる�これに対して自力で迷子保護に貢献しようと た家主層の動向には�寛政期以降 町の公共性の体現 しての家主層が迷子や捨子とい�た社会的弱者救済 担い手にな てい が看取できるおわりに
　
以上�限られた史料を通して�迷子の保護の実態について述べてきた�江戸幕府が迷子の保護について明確に命











であり�地主層であ�たことは間違いない�しかし�幕府 保護政策では解決しえない部分に目をつけたのは�地主層 はなく�家主・地借層であ�た 彼らの斬新なアイデアは当初�幕府に認められ か�たが�繰り返し願い出ることによ�て実現にいた�た�実現にあたり問題に �たのが�費用の問題 り�自らが負担することで許可された�町奉行は�町名主・地主層の負担 なること 避けると同時に�町人 の申し出が犯罪に繋がらないかを吟味していた� ここに� 救済に対する両者の意識の差異が存在する� 近世中期以降� 家主層が町運営の中心にな�ていく過程で�窮民保護の一部分を担う存在にな ていたことが看取できる�元禄期の生類憐み令を契機に 社会的弱者救済の思想が定着し�寛政改革 経て それを具体的に実践する者が現れるようにな�た�そ は大商人による施行活動とは異な 家主層の社会倫理に基づく救済活動であ �それこそが江戸の町 おける社会的弱者の救済を支えていたのである�註�
塚本学�生類をめぐる政治� �平凡社�一九八三年� �
�





















斎藤純�迷子しるべ石 ついて� � �風俗�二六
―
一� 一九九一年� �同�迷子しるべ石について� � �民具マンスリ��二四
―









吉田伸之�近世巨大都市の社会構造 �東京大学出版会 一九九一年� �
　
寛政期以降�竹垣代官所・寺西代官所をはじめ各藩におい 農村政策の一環として小児養育へ 組みがなされてきた�こうした代官の子育仕法については� 菅野則 �村と改革 �三省堂� 一九九 年� � 藤田覚�松平定信� �中公新書� 一九九三年�がある�このほか諸藩の小児養育政策として水野恵 �佐倉藩の小児養育政策� 日本女子体育大学紀要�二三� 一九九三年等がある�名主 困窮者救済活動・子育 を論じたものと て拙稿 天保の飢饉における名主の救済活動� �森安彦編�地域社会の展開と幕藩制社会�名著出版�二〇〇五年� ども 村社会� 多摩 近世・近代史 中央大学出版部 二〇一二年�がある�
・
　











































�弘賢随筆� �国立公文 館所蔵� �
　
�旧幕府引継書
　
市中取締続類集�地所之部六ノ上�国立国会図書館所蔵�
�
　
�旧幕府引継書
　
市中取締続類集�町人諸願 四 下
�
　
天保年間に小伝馬町以外での旅人宿を規制する町触が出されており 旅籠屋の経営をめぐ�ては他町との対立もあ�たと思われる�
　
註に同じ
�いわはし
　
きよみ
　
本学非常勤講師�
